
新年明けましておめでとうございます
昨年は、本校の教育活動にご理解とご協力を頂き、誠にありがとうございま
した。本年も子どもたちが学びを積み重ね、一歩一歩成長できるように職員一
丸となって指導を重ねてまいりたいと思います。
さて、2025年は十二支でいうと「巳（み：へび）」年、十干では「乙（お

つ：きのと）」の年となり干支は「乙巳（きのと・み）」となります。十二支
や十干は数や方角だけでなく、それぞれ独自の意味を持っています。例えば
「乙」は十干では第2位であり、困難があっても紆余曲折しながら進むことや、
しなやかに伸びる草木を表しています。
「巳」は蛇のイメージから「再生と変化」を意味します。脱皮し強く成長する
蛇は、その生命力から「不老長寿」を象徴する動物、または神の使いとして信
仰されてきました。この2つの組み合わせである乙巳には、「努力を重ね、物
事を安定させていく」といった縁起のよさを表しているといえそうです。
子どもたちにとっても、蛇が脱皮を繰り返して成長するように、努力を積み

重ねて、次のステップにつながる年になればと思っています。

「今◯ら」…◯にはどんなひらがなを

3学期初日の始業式は、体育館が空調工事で使用できないために、リモート
で行いました。私の話では、子どもたちに『今◯ら』という文字を示し、「皆
さんは、この◯の中に何というひらがなを入れますか。」という問いかけから
始めました。
「今さら」「今から」「今なら」など考えられますが、入る文字によって相

手に伝わる気持ちが変わってきます。「今さら」だと、あきらめる気持ち。
「今から」だと、行動を始める気持ち。「今なら」だと、まだ間に合う、途中
であきらめていたことを続けようという気持ちです。
新年の幕開けです。決意を新たに、新しいことに挑戦したり、行動を改めた

りしてほしいと子どもたちに伝えました。今学期も子どもたちの明るく、元気
な声が聞こえる東郷小学校であってほしいと願っています。
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1月の主な行事予定

学校運営協議会委員さんとの対話を通して

日 曜日 行 事 名

７ 火 始業式

８ 水 ５時間授業、給食開始

10 金 委員会活動

11 土 どんと焼き（地域）

16 木 ＧＯＧＯタイム

17 金 クラブ活動・3年クラブ見学

22 水 ４年ミニイングリッシュ

23 木 ＧＯＧＯタイム

24 金
宗像市統一テスト
代表委員会、納金日

28 火 ６年薬物乱用防止教室

30 木 ３年シュワッチさんとの交流

日 曜日 行 事 名

31 金 ３年６時間授業

≪２・３月の主な行事≫
〇2月 4日 中央中入学説明会 中止
〇2月 5日 新1年入学説明会
〇2月10日 学校の日

５年親子で学ぶ情報ﾓﾗﾙ・懇談
〇2月12日 ６年自転車教室(ﾕﾘｯｸｽ)
〇2月13日 ４年ｲﾝｸ゙ ﾘｯｼｭｷｬﾝﾌ゚ (ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ)
〇2月21日 １年親子活動・懇談
〇3月 3日 ４年学習参観・懇談
〇3月 4日 ２年学習参観・懇談
〇3月 5日 ６年親子活動（感謝の会）
〇3月12日 ３年学習参観・懇談
〇3月13日 ６年修了式
〇3月14日 第１５１回卒業式
〇3月24日 １～5年修了式

運営委員会では「赤い羽根共同募金」の趣旨に賛同し，全校児童に
対して募金の協力を呼びかけ、毎朝募金活動を行いました。今年は
15,401円もの温かく気持ちのこもった善意が寄せられました。
この募金は，宗像市社会福祉協議会にお渡ししています。

赤い羽根募金へのご協力ありがとうございました。

12月10日に第4回学園運営協議会が行われました。今回は、運営協議会委員さんと6年生
の児童会（運営委員会）との対話の時間が設けれました。テーマは、主に①地域での活動に
参加して一番良かったと思うのは、それななぜか ②スローガン｢ふるさとを愛し、すすん
で、みんなで、最後まで｣の中で、一番達成できたと思うものは ③あなたが一番「好き」
「続けて参加したい」「これからも残していきたい」と思うものは何かの3つでした。子ど
もたちの多くは、ふるさと学習の事例をあげながら「山笠学習など6年になって地域の方と
のかかわりが増え、自分たちに任されることや、やれることが多くなった。」「あいさつ運
動や校区愛着活動では、あいさつを返してくれる人が多くなって嬉しい」など、地域とかか
わることにやりがいを感じている子どもたちの発言が多くありました。運営協議会委員さん
からは、今後も地域行事などに参加者として、そしてボランティアとしてもたくさんかか
わってほしいというお声かけもいただきました。子どもたちは、多くの人とかかわることで
成長していきます。今後もコミュニティ・スクールの推進に努めてまいります。


